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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、以下の3点に集約される。(1) Indo-Tibetan Lexical Resource
（Hamburg 大学）と連携し、ヴィクラマシーラ寺院に関するデータベースを作成・拡充した。(2) 同寺院の代表
的な学僧の著作群における密教思想と他の仏教思想との関係性を検討した。(3) 上記の2つの作業に基づき、密
教思想とそれ以外の仏教思想との関係性をめぐる同寺院の学僧たちの思想的傾向を考察した。このうち (2) と 
(3) の成果は、国際学術誌 Journal of International Association of Buddhist Studies（vol. 40）で公表し
た。

研究成果の概要（英文）：The results of this research can be summarized as follows: (1) In 
collaboration with the Indo-Tibetan Lexical Resource (Universitaet Hamburg), a database was made
for texts etc. related to the Vikramasila monastery. (2) Each of the research members worked on the 
relationship between tantric and non-tantric doctrines (such as Yogacara, Madhyamaka, and 
Tathagatagarbha) explained in the works of the monk-scholars of the Vikramasila monastery. (3) Based
 on (1) and (2), we also discussed the existence of a community of thought regarding the 
relationship between tantric and non-tantric doctrines. The outcomes of (2) and (3) have been 
published in a special volume (vol. 40) of the Journal of International Association of Buddhist 
Studies.
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１．研究開始当初の背景 

 

後期インド仏教は密教思想と他の仏教思

想とを総合するかたちで成立しているが、そ

の両者は、従来の仏教研究においては国内外

を問わず別個の研究対象として独立して扱

われる傾向があった。こうした傾向が存在し

てきた原因としては、密教思想の術語や内容

の難解さが専門家以外の関与を阻んできた

という事情を挙げることができる。しかし、

後期インド仏教の思想体系において、密教思

想と他の仏教思想とがいかに関係づけられ

ているかという点を明確にすることは、イン

ド仏教史を精確に記述しようとする者にと

って不可欠な営みである。以上の問題意識か

ら出発した研究代表者は、後期インド仏教

（あるいはインド密教）の一大拠点とされる

Vikramaśīla 寺院に焦点を絞り、「ヴィクラマ

シーラ寺院の学僧の著作群における密教思

想の位置づけに関する総合的研究」（基盤研

究 (B) 一般、2010–2013年度）という研究課

題のもとで、国内外の仏教研究者との共同研

究を推進してきた。成果の詳細は、当該科研

の研究成果報告書に記載した通りである。 

今回の研究計画は、上記の科研の成果を踏

まえつつ、従来とは異なる新たな問題意識に

基づいて遂行するものである。従来の問題意

識は、「なぜ密教思想は他の仏教思想よりも

優れているとされるのか」という点を主軸と

したものであった。それに対して、今回の研

究計画では、より一層解像度を高めた問題意

識を設定する。すなわち、密教思想は一般に

他の仏教思想よりも優れているとされるが、

それと同時に、後者が前者の内に、いわば「織

り込まれている」こともまた事実なのである。

密教思想において、「中観思想」「唯識思想」

「如来蔵思想」「認識論・論理学 (pramāṇa) の

枠組み」などの主要なファクターが、どのよ

うに採り入れられ、どのように用いられ、ど

のような変容を蒙ったのかという問題に焦

点を当てることで、密教思想とそれ以外の仏

教思想とがいかなる関係を形成しているの

かという点を明らかにすることが、今回の研

究計画における重要な課題である。 

 

２．研究の目的 

 

以上の学術的背景を前提として、本研究が

目的とするのは、後期インド仏教における密

教思想が、他の仏教思想をどのように受容し

たのかという問題を、特に 10 世紀以降の

Vikramaśīla寺院の学僧の著作群に焦点を絞っ

て総合的・多角的に考察することである。研

究期間内に達成すべき具体的目標は、以下の

通りである。 

 

（１）基礎作業として、当時の同寺院におけ

る仏教文献の使用状況について調査する。こ

れについては、すでに 2010–2013年度の基盤

研究 (B) の際にデータベースを蓄積してい

るが、今回はそのデータベースをさらに拡充

すると同時に、効果的な利用体制を構築する

ことを目指す。 

（２）データベース作成と平行・連携するか

たちで、同寺院の代表的学僧の著作における

「密教思想における他の仏教思想の位置づ

け」について、研究メンバーが、これまでの

各自の研究を踏まえた個別課題を設定して

検討する。 

（３）上記の作業結果を踏まえつつ、同寺院

の学僧たちに共通する思想的傾向について、

総合的・多角的に考察する。その際、同寺院

に関連するチベット仏教の伝承も参考資料

とする。 

 

３．研究の方法 

 

研究目的に記した具体的目標について、そ

れぞれ次のような方法で達成を図る。 

 

（１）本研究の基礎作業として、サンスクリ

ット写本コロフォン・チベット語翻訳文献コ

ロフォンなどを資料としつつ、Vikramaśīla 寺

院における仏教文献の使用状況についての

データベースを作成する。併せて、そのデー

タベースを有効活用できるシステムを構築

する。 

（２）データベース作成と平行・連携するか

たちで、同寺院の代表的な学僧の著作に見ら

れる「密教思想における他の仏教思想の位置

づけ」について、各研究者が個別課題を立て

て検討する。また、その成果を国内研究会・

国際学会パネルにおいて随時報告し、研究計

画へのフィードバックを行う。 

（３）「密教思想における他の仏教思想の位

置づけ」をめぐる同寺院の全体的傾向につい

て、（１）と（２）の作業結果を基に、最終

年度の国内研究会・国際学会パネルで総合

的・多角的に考察する。 

 

４．研究成果 

 

（１）プロジェクト全体としての研究成果 

 

上述の研究目的・研究方法に基づき、研究

期間内に研究メンバーが推進した研究活動

の全体的な成果は、以下の通りである。この

うち①は研究方法の（１）に、②～④は研究

方法の（２）と（３）に対応する。 

 

①データベースの作成・拡充：各研究メンバ

ーが、同寺院の学僧の著作とそこにおける引



用文献、同寺院に関連する言及を含む写本の

コロフォンに加えて、同寺院に関連する思想

家や他の寺院などについても、項目別にデー

タベースを作成・拡充した。各項目の入力に

際しては、ハンブルク大学のデータベースプ

ロジェクト Indo-Tibetan Lexical Resource（責

任者：Dorji WANGCHUK 教授、略称 ITLR）

をプラットフォームとして用いた。多くの重

要な項目が、スタッフの査読を経て公開され

ている（http://www.itlr.net/test.php?md=view）。 

②研究者間の交流促進：国内研究会（年 2～3

回）に海外の研究者を招聘するとともに、国

際 workshop（2016 年 9 月、ナポリ東洋大学、

イタリア）を開催した。それによって、密教

研究者とそれ以外の仏教思想の研究者との

国際的学術交流を促進した。とりわけ、ナポ

リ東洋大学（イタリア）、ハンブルク大学（ド

イツ）、オックスフォード大学（連合王国）、

フランス極東学院（フランス）、マヒドン大

学（タイ）の研究者との間で、活発な交流が

行われた。また、研究期間中は、英文メーリ

ングリストを通じて国内外の研究者間の連

絡を密にした。 

③国外への成果発信：研究メンバーは、海外

の学会や workshop に積極的に参加すること

で、各自の成果を発信した。特に、国際仏教

学会で本研究のパネルを 2 回（2014 年 8 月、

2017年 8 月）にわたって開催したことは、本

研究の活動内容を国外に広く周知するとい

う点において、極めて有意義であった。 

④写本研究の推進：上述の②と③を通じて、

複数の海外研究協力者とともに、Vikramaśīla

寺院と関わりを有する学僧による、密教思想

とそれ以外の仏教思想との関係性を扱った

著作群のサンスクリット写本研究を進めた。

特筆すべき文献としては、Samantabhadra の

Sāramañjarī（オックスフォード大学の

Péter–Dániel SZÁNTÓ 氏 が 校 訂 中 ）、

Ratnarakṣita の Padminī（研究分担者の加納・

倉西・種村が共同で校訂中）、Sahajavajra の

Sthitisamāsa（智山伝法院の松本恒爾氏が校訂

中、同氏については国内研究会に複数回招聘

して講読会を依頼した）が挙げられる。これ

らの文献には、後期インド仏教における密教

思想とそれ以外の仏教思想との関係性を示

唆する記述が豊富に含まれている。とりわけ、

密教思想の文脈において、7 世紀以降に発達

した認識論・論理学の枠組みが頻繁に用いら

れていることは、大変興味深い。以上の事柄

は、後期インド仏教の寺院において複数の仏

教思想がどのように関係づけられて学修さ

れていたのかという問題を考える際に重要

な手がかりとなる。そのほか、Śrībhānu の

Amṛtadhārā（Vajrāmṛtatantra に対する註釈、

ナポリ東洋大学の Francesco SFERRA 教授が

校訂中）や Ānandagarbha の Sarvavajrodayā（研

究分担者の種村とフランス極東学院の Arlo 

GRIFFITHS 教授が中心となって校訂中）など

の重要な密教文献の講読も行った。以上の文

献の校訂・公刊は、今後の当該分野の研究を

大幅に進展させるであろう。 

 

なお、本研究の研究期間中に、本研究と内

容的に関連する「ヴィクラマシーラ寺院の学

僧の著作群における密教思想の位置づけに

関する総合的研究」（基盤研究  (B) 一般、

2010–2013 年度）の研究成果を、東京大学東

洋文化研究所の学術雑誌『東洋文化 (Oriental 

Culture)』の特集号（96 号、2016 年 3 月）と

して公刊した。また、本研究の成果は、当該

分野の国際学術誌 Journal of International 

Association of Buddhist Studies (vol. 40) にも収

められている。 

 

（２）個別的な研究成果 

 

次に、研究代表者・研究分担者による個別

的な研究成果の概要について、以下に順を追

って記述する。これは、主として研究方法の 

（２）と（３）に対応するものである。 

 

①久間（研究代表者）：『東洋文化 (Oriental 

Culture)』の特集号の査読・編集作業を進める

とともに、同号の Preface を執筆した。また、

国際仏教学会において本研究のパネルを 2回

組織した。さらに、Journal of International 

Association of Buddhist Studies (vol. 40) の 

guest editor として複数の英語論文の査読・編

集作業を行った。そのほか、研究会などの全

体的な取りまとめを行うと同時に、科研デー

タベース作成に際して ITLR と連携する方法

の検討を進めた。 

②加納（研究分担者）：倉西・種村と共同で、

Ratnarakṣitaの Padminī第 1章傍論部のサンス

クリットテクスト校訂を発表した。また、

Jñānaśrīmitra 作『有相唯識論証』（『宝性論』

を引用・注解した箇所）を扱った単著を刊行

し、11～13世紀における如来蔵思想と密教思

想との関係を論じた。さらに Vikramaśīla 寺院

の学僧 Abhayākaragupta の Munimatālaṃkāra

（世俗諦の定義をめぐる論争に関する部分）

を精読し、校訂と訳注を雑誌論文に発表した。

これら一連の作業を通じて、11～13世紀頃に

同寺院で学ばれていた顕教と密教の実態、そ

して両者の関係性を明らかにした。 

③倉西（研究分担者）：加納・種村と共同で、

Ratnarakṣita の Padminī 第 13 章の部分校訂テ

クストを作成した。また、同書第 9 章の校訂

テクスト・英文訳註（海外研究協力者の 

Junglan BANG 氏との共著）を出版した。 

④種村（研究分担者）： Abhayākaragupta や

Ratnarakṣita などの著作を読解することで、仏

http://www.itlr.net/test.php?md=view


教教理を通じて密教実践がどのように正当

化されるのかという問題を検討した。その結

果、密教がその実践を正当化する際には『大

乗荘厳経論』のような「大乗仏説論」を説く

唯識論書が援用されていることを明らかに

した。また、その成果の一端を国際仏教学会

で発表した。そのほか、加納・倉西と共同で 

Padminī における成仏理論と生起次第の有効

性の議論を検討し、成果の一部を公表した。 

⑤苫米地（研究分担者）：ITLR との協力体制

を構築し、ITLR のデータベースを用いた

Vikramaśīla 寺院関連項目の入力・編集を統括

した。また、Bhavyakīrti の浩瀚な著作『灯作

明 (Pradīpoddyotana) 再註』の内容分析と TEI 

マークアップ作業を遂行した。さらに、

Abhayākaragupta の Āmnāyamañjarī の TEI 準

拠テクストマークアップをテーマとする研

究会を開催し、海外の研究者から助言を受け

た。同書については、新規に得られたサンス

クリット・チベット語バイリンガル写本に基

づくサンスクリットテクストの電子化を行

い、その作業状況について研究発表を行った。

また、同書所引文献の調査も行い、その成果

の一部を公刊した。 

⑥宮崎（研究分担者）：Atiśa の密教思想にお

ける中観思想・如来蔵思想の位置づけを調査

した。また、Atiśa の顕教の著作において、密

教との関連が特に強いと考えられる神通の

概念に着目し、その源流と意義を解明するた

めに大乗の経典・論書を調査した。その成果

については国際仏教学会で発表した。 

⑦望月（研究分担者）：Atiśa に帰せられる著

作の解読を中心に作業を進めた。特に、Atiśa

の密教文献を調査することで、彼がチベット

に伝えた儀軌の一部が明らかになった。また、

Atiśa の『般若心経釈』と同経典に対する他の

註釈書との間の影響関係を検討するととも

に、Vikramaśīla 寺院に関わりのある学僧

Advayavajraに対する Atiśa の態度を解明した。

さらに、Atiśa の著作と伝記資料から、彼の師

である Vikramaśīla 寺院の学僧 Ratnākaraśānti

と Atiśa との関係についても考察した。 

 

（３）研究成果についての所見 

 

以下は、研究成果についての所見である。

まず、研究方法の（１）については、ハンブ

ルク大学の ITLR データベースを使用して、

Vikramaśīla 寺院に関連する項目（文献、学僧、
他の寺院など）を相当数入力できたことは、

成果の発信と国際的波及性という点で特筆

に値する。今後も機会があれば、データベー

スの分量をさらに増やすとともに、質の向上

に努めていきたいと考えている。 

研究方法の（２）と（３）についても、研

究メンバーの協力を得て、雑誌論文や学会発

表など、多くの研究業績が得られたと確信し

ている。とりわけ、当該分野の国際学術誌に

論文集を載せることができた点は、大きな成

果とみなしてよいであろう。 

 そのほか、本研究の重要な成果として挙げ

られるのは、国内外の密教研究者とそれ以外

の仏教思想の研究者との間の学術的交流を、

実質的なかたちで遂行できたことである。年

2～3 回開催の科研 workshop や研究会、関連

学会への出席を通じた活発な学術交流の結

果、本研究は「Vikrama 科研」という略称の

もとに当該分野で広く認知されることにな

ったと自負している。また、国内外の研究者

の学術交流に際しては、科研英文メーリング

リストが大きな役割を果たしたことも付け

加えておきたい。本研究を起点として、国内

外の密教研究、そして仏教研究そのものが今

後さらに進展してゆくことを祈念している。 
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